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前年度の会合（第１回・第２回）を踏まえた論点整理
〈基本方向〉
第32軍司令部壕は沖縄戦の実相を後世に継承していくために欠かせない貴重な戦跡であり、
史実調査等により全容を解明したうえで壕内を公開し、平和学習等に活用していくとともに、
文化財指定に向けて検討していく必要がある。

〈見えてきた課題〉
・公開するには安全対策や情報発信のための整備等が必要であるが、文化財に指定するため
には実態調査のうえ、指定範囲については当時の状況のまま保存することが求められる。
・壕の保存には外気を取り込まない適切な管理が求められるが、公開するということは、劣
化が進むおそれがある。

「保存と活用は矛盾する」
「公開しなければ壕の価値を伝えられない」（出典：南風原陸軍病院壕群Ⅰ 考古学調査報告書Ⅰ）

〈今後の取組〉
壕の全容解明に向け学術調査を続行しながら、公開に適した部分と文化財として保存して
いく部分を判定するための各種調査を段階的に実施する。
その際、時間や予算を効果的に活用し事業を進めるため、各種調査実施箇所の優先度を検
討する。
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３．これまでの会合の概要について
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【議論のための前提】

第32軍司令部壕については、沖縄戦の実相を後世に継承し、平和学習等に活用するため
公開を目指す。

公開するには安全性等を確保するため、壕に対してある程度の改良を加えることが必要。

改良の程度次第では文化財に指定できないことがあるため、場所によっては公開または
保存（非公開含む）どちらかを優先しなければならない場合もあり得る。

また、崩壊が進み安全性が確保できなかったり、地上部への影響等により調査・公開す
ることができない場所があることも考えられる。

【議論していただきたい点】

前提条件を踏まえたうえで、時間・費用等を効果的に充てるために

以上４つの観点を踏まえ、優先度が高い場所から段階的に調査等を進めることとしたい。

立地・周辺環境 安全性 発信効果 費用等

５．第32軍司令部壕公開・保存に向けた検討事項

調査実施箇所の優先度を検討する。
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立地・周辺環境 安全性 発信効果 費用
（公開・調査） 備考

第２坑道
第３坑道

• 地上部に文化財がある。
• 国有地、県有地、市有
地とみられる。

• 崩落の危険・・あり
• 補強の必要・・あり
• 酸素欠乏・・・あり
• 排水の必要・・あり

収容施設※
〈第２坑道〉
• 副司令官室
• 作戦室 他５施設
〈第３坑道〉
• 軍司令官室
• 参謀室

• 物理的調査及び考古学
的調査等の調査費用

• 公開にかかる整備費用

地上部に文化財があるため
関係機関との調整必要

第５坑道
（坑口含む）

• 県立芸術大学北側斜面
に位置している。

• 民有地である。

• 崩落の危険・・あり
• 補強の必要・・あり
• 酸素欠乏・・・なし
• 排水の必要・・あり

※坑口まで急傾斜になって
いる。

収容施設※
• 将校室
• 海軍基地隊司令長官室
• 女性たちの部屋

※点検等に必要な安全性の
確保のために補強がされて
いる箇所が多い。

• 物理的調査及び考古学
的調査等の調査費用

• 公開にかかる整備費用

• 土地の権利取得のため
の用地費

民有地のため地権者との調
整必要

第１坑道

• 未試掘のため詳細不明
だが、大部分が国有地
と想定される。

• 地上部に文化財がある
と想定される。

未試掘のため詳細不明

収容施設※
• 命令伝達センター
• 歩兵部隊室
• 作戦室 他12施設

• 未試掘のため、試掘を
含めたあらゆる調査費
用

• 公開にかかる整備費用

• 未試掘のため新たに試
掘する必要あり

• 地上部に文化財がある
ため関係機関との調整
必要

※収容施設については『第32軍司令部壕保存・公開基本計画 平成９年10月 沖縄県知事公室』から作成

６．調査に向けた優先度の設定について（各種坑道の状況一覧）


